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第15回「日中河川及びダム会議」に参加して

1.はじめに

日中河川及びダム会議は、昭和60年4月に開1磁さ

れた第3回日中科学技術協力委員会において合意さ

れた二国間技術協力に基づき、同年10月に第'1回会

議が中国で開催され、その後、毎年日中で交互に開

催地を換えて実施されてきた。両国の河川及びダム

に関する技術上の諸問題について、研究発表と意見

交換がなされているもので、中国側のこの会議への

参加者は既に600名を数え、そのうち100名程度が来

日している。

今回の第15回日中河川及びダム会議は、平成l2年

l]月26日から12月3日まで、中国で開催された。本

会議は、 11月28日に武漢で開かれ、これに引き続き

29日から12月1日まで現地視察が実施された。

今般、日本側代表団の一員として会議に参加する機

図1 位置因

＊ （財）砂防 ・地すべり技術センター砂防部長
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松井宗広＊

会を得たのでその概要等について報告する。

2.会議の日程及び代表団

会議日程については、下表に示すとおりである。

第15回 日中河川及びダム会議 行程

行程 宿泊地

"/26 （日） 成田一北京 北京

"f27 （月） 日本大使館＆水利部表敬訪問北京→武漢 武淡

長江水利委員会表敬（写真-1)

11(28（火） 第15回日中河川及ぴダム会猥（武漢） 武漢

11/29 （水） 長江堤防ー竜王廟危険区1111現湯視察 武涎

長江科学院（三峡ダム実験場）見学

"/30 （木） 武漢一荊州 且E 日口

荊州大堤防現場視察

鋼矢板による長江堤防補強区間視察

12/01（金） 巧洲覇ダム＆三峡ダム現場視察 武漢

12/02（土） 武漢ー北京 北京

12/03 （日） 北京→成田



foreign circumstances 

写真-1 長江水利委員会表敬

日本側代表団は、平口建設省河川局次長を団長と

して学識経験者他関係者を含め14人が会議に参加し

た。中固側からは、菰哲仁国際合作及び科学技術司

長を代表囲長として総勢so名が参加した。

第15回日中河川及びダム会議日本側代表団

団長河Ill局次長 平口 洋

団月 河川局開発課開発調整官 青1.1.,俊行

団 貝 水資源開発公団日吉ダム管理所長 坂田 登

団 貝 （財）河川情報センター企画 ・調整部長代理 宮岸患雄

団 貝 （財）ダム水源地環境整伯センター研究第二部長 吉田 延雄

団 員 （財）砂防 ・地すべり技術センター砂防部長 松井宗広

団 員 （財）国土1開発技術研究センター開査一部次長綿貰布征

団 員 （財）国土開発技術研究センター関査一部 岡安徹也

団 貝 中国水利人材養成プロジェクトチーフアドバイザー 氏家消彦

団 員 中国水利人材養成プロジェクト専門家 西山岡至

団 員 在中国日本大使館二等柑記官 裔井嘉親

（学織経験者）

団員京都大学名誉教授 岩佐義朗

団員芝涌工業大学教授 高橋 裕

団貝広島大学工学邪教授 福岡捷二

（通訳）

（財）国土開発技術研究センター委嘱 佐々木陸

3.本会議における発表論文

論文の発表は中国側から6課題、日本側から6課題

が発表された。以下にその概要を紹介する。

① 「黄河下流の堤防及び決壊対策について」

発表者 水利器黄河水利委員会洪水防止総揃屑毬弁公室裔級工程師

張素平

黄河下流の河道は河口まで786kmあり、洪水対策
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上重要な区間については両岸とも堤防で守られてい

る。これらの堤防は、明梢時代からの500年の歴史

を持つものから、 1855年の決壊以後再構築して100

年を経るものなどがある。 1949年以降3回の大規模

な修繕を経て堤防を強化し洪水の防止能力を高めて

きた。

しかし、河床が堆梢土砂により上昇している状況

は変わらず、決壊の危険性は高く、決壊対策の研究

の必要性が高いこと及び決壊対策の考え方と具体的

な方策について報告された。

②「河川堤防安全性の評価」

発表者 （財）国土開発技術研究センター調査第一部次長

綿貫布征

E本の河川並びに堤防の現状、代表的な被災事例、

堤防の重要度評価、耐震点検の考え方、浸透に対す

る安全性評価の考え方が紹介された。報告の中では、

河川堤防設計技術指針案を基に堤防設計における堤

防の安全性評価の視点や、没透対策、耐簾対策を検

討するための解析の手順、並びに堤体の土質、基盤

条件、外力条件（降雨と河川水位）、照査基準等の

考え方が解説され、侵食に対する堤防の設計や耐震

設計の考え方について報告された。

③ 「鋼矢板止水壁の漏水防止効果に関する初歩的評

価」

発表者 水利部長江水利委員会長江科学院高級工程師

馬水山

日本政府の無倣資金協力で長江干堰燕商地区に実

施された鋼矢板止水壁の漏水防止効果についての研

究報告がなされた。鋼矢板止水壁が設骰された堤防

の基礎地盤は、第4紀沖租層で厚さは25.0m以上で、

その間に透水恩を挟んでいる。

鋼矢板設置後2000年の洪水期を含む5月l2日～9月

27日の間、 6箇所に設置した計測器により地下水位

の変動や浸透水圧を把握し鋼矢板の止水効果を評価

した結果、鋼矢板設置区間の中央部では、洪水によ

る水位変化と関係無く鋼矢板背面の地下水位や浸透

水圧が一定していることが確認された。

④「河川における市民団体などとの連携対策のあり

方について」

発表者 建設省河川局開発課開発調整官

青山俊行
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日本の最近の河川行政施策について、市民団体と

の連携対策のあり方に関する検討や取組みに関する

報告がなされた。日本の治水 • 利水への国と地方の

関わりを含む河川管理体系や環悦分野への市民の取

組み、近年増加している市民団体の参画事例として、

長良川環境レンジャーや三島市の源兵衛川のグラン

ドワーク等を紹介した。また、市民団体との連携に

おける行政側並びに市民団体側の課題の概要を紹介

するとともに、新たな連携形態の郡入、 人材確保の

ためのシステム磁入、連携を支える仕組みの祁入、

行政側の体制整備等の必要性等、今後の検討課題に

ついて報告された。

⑤ 「CFRD（表面）のコンクリート浸透と侵食耐久

性について」

発表者武漢大学水利水電学院講師 玩燕

ロックフィルダムの耐侵食を目的として用いるコ

ンクリ ートCFRD（コンクリー ト表面遮水壁型ロッ

クフィルダム ：ConcreteFacing Rock:fill Dam)の厚

さは高さ200mのロックフィルダムの場合、 lmに満

たない厚さであり、投透特性 ・浸食特性について懸

念されている。

本発表では、 CFRDコンクリー トの没透特性につ

いて、28日材令のコンクリー トを供試体に用いた浸

透係数と浸透時間、動水勾配との関係に関する実験

並びに解析結果の概要が報告された。

⑥ 「ダム本体工事の技術開発」

発表者 水資源開発公団日吉ダム管理所長

坂田登

重力式コンクリ ートダムの合理化施工としての面

状工法であるRCD工法やELCM工法開発の背景や、

これらの工法の一般的特徴並びに適用性について紹

介された。

また、施工設備の簡易化、エ期の短縮によりコスト

縮減を屈るための合理化施工法として、河床砂礫や

掘削ズリ等の現地発生材にセメントを簡易な方法で

添加・混合し、盛土の強度増加を固るCSG(Cemented 

Sand and Gravel)工法について紹介された。

CSG工法は、現在のところ仮設構造物としての使

用が主であるが、十分に締め固められたCSG材料は、

コンクリー トと同様に考えることができ、強度や耐

久性に劣る点を設計でカバーし、ダム本体構造物に

適用するための検討状況について報告された。
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⑦中国側発表課題 「水布亜コンクリート表面ロッ

クフィルダムの設計について」

発表者 水利器長江水利委員会探査測量企画設計研究員工程師

張運建

2002年に転流予定、 2009年に完成予定の水布亜ダ

ムを事例とした表面コンクリー ト・ ロックフィルダ

ムの設計について報告がなされた。同ダムは、長江

の支流である消江（長さ 423Km、流域面積

17,000km)の河口から153Kmの地点、湖北省巴東

県水亜布に建設予定の提高233mのダムである。

発表は同ダムの表面被覆方法として用いられるパ

ネルコンクリー トの耐侵食性能を評価するために実

施した応力応答解析による変形やひび割れに関する

予測結果について報告された。

⑧「水害の多様化について」

発表者 （財）河川情報センター企画 ・調整部部長代理

宮岸忠雄

1999年から2000年にかけて日本国内で発生した災

害の発生状況について紹介された。近年の水害特性

の多様化について、①福岡県福岡市の地下水浸水被

害②広島県広島市、呉市の奈雨土砂災害③神奈川県

玄倉川におけるキャンプ者水難事故④熊本県不知火

町の高潮災害⑤北海道有珠山、東京都三宅島の火山

災害⑥愛知水害のそれぞれの被災規模、内容や被災

形態の追い等について報告された。

⑨「太湖周辺の水資源汚染問題及びその対策」

発表者太湖流域管理局水資源保全局局長

朱威

中国東部、長江三角州の南側に位置し、江蘇、浙

江、上海の二省ー市に属する太湖流域の水質汚濁に

関する報告が行われた。太湖は、中国第三の淡水湖

であり、南北68.5Km、東西34Km、平均深さl.89Km、

最大深さ2.6m、換水周期は約309日の典型的な平野

型淡水湖である。

報告は、①太湖の基本状況②太湖の水資源問題

（水質悪化、水資源批不足、地下水揚水による地盤沈

下）③水質汚染総合対策の3つの問題点について指

摘され、その総合的な対策方法について報告された。

⑩「ダム湖の水質対策」

発表者 （財）ダム水源地累境整備センター研究第二部長

吉田延雄



|E知巧約冗髯遥蓋笠滋応公姑迅9ぶ＇iふ逐． 1111 

日本におけるダム完成後の水質問題への取組み状

況並びにダム等管理フォローアップ制度の概要につ

いて報告された。報告は、ダム湖の水質問題の現状

並びに、冷水対策、濁水長期化対策、宮栄養化対策

について流域対策も含めた一般的な対策が紹介され

た。さらに、その対策の効果や有効性を評価するた

めに実施しているダム等の管理フォローアップ制度

について、制度の位置付け、実施状況並びに今後の

方向性について報告された。

⑪「淮河流域の水資源危機及び水生生態環境保全に

ついて」

発表者淮河流域水資源保全局工程師 万 一

1970年代の後期から水質悪化が始まり、 1980年代

になり国民経済の向上と都市化により水質悪化が激

しくなった淮河流域の水質保全対策並びに生態系へ

の影響と改善への取組みに関する報告がなされた。

淮川の水質保全対策は、 1991年からはじめられ、

主要都市の主要汚染物CODの排出是がl993年から

1998年までで31.26％に減少し、かなり改善したが
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図2 現地視察行程図
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絶対的な目標値の達成はできていない。

このような状況下で、水質改善のため4ダムのゲ

ート操作により、淮河の中下流域での水質悪化を防

ぐ努力を行っていることと、流域対策として、牒業・

工業 ・都市用水の各分野において節水型社会への移

行を推進することの必要性について報告された。

⑫「総合的な士砂災害への取組み」

発表者 （財）砂防 ・地すべり技術センター砂防部長

松井宗広

日本で現在、検討が進められている総合的な土砂

災害への取組みとして、 2000年5月8日に成立した

「土砂災害警戒区域等における土砂災害対策の推進

に関する法律」を中心とした各種‘ノフト対策の現状

について報告した。報告では、日本の国土条件を諸

外国と比較して紹介するとともに日本の土砂災害の

現状、新たな法律制定の背景、法律の骨子を紹介し

た。また、同法の趣旨を実現するための根幹施策と

なる土砂災害情報の収集 ・情報提供体制の充実方

策、土砂災害特別警戒区域の指定の概要、さらには

情報収集 ・提供システムの高度化にむけての総合的

取組み等、各種ソフト対策の現状について報告した。

4.現地視察

本会議に引き続き11月29日、 30日、 12月1日の3

日間にわたり現場視察を行った。29日は1998年洪水

後、河川改修整備が進められている武漢市内の長江

堤防の竜王廟危険区間、並びに長江科学院の三峡ダ

ム模型実験施設を見学した。 30日は荊州に移動し荊

江大堤防、並びに］999年に日本の無償資金協力で整

備された鋼矢板による長江堤防補強事業区間を視察

した。また、 12月1日は葛洲覇ダム及び三峡ダムを

見学した。

現池視察は中国側の地方機関からの参加者も同行

し、日本側代表団との技術交流を図ることができ、

大変有意義なものとなった。以下に、主なものの概

要を紹介する。（図-2)

l)長江堤防補強事業

1998年の夏、長江流域では1954年以来2回目の大

洪水が発生した。長江中下流の堤防に危険な現象が

多発し、洪水被害も甚大で日本を含む国際社会の注

目を引いた。 1999年1月に、水利部は対外貿易経済

部を経由して在中国日本大使館に無低援助要詰書を
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提出し、3月に中日両国政府は実施の合意に至った。

本事業は、長江中下流の重点区間において、鋼矢

板の設置により堤防を補強し、洪水などの水害によ

る社会的な損失を軽減することを目的としている。

（写真-2)

写真•2 提外地側の堤防法尻付近に鉄矢板が設堕されている

長江本川堤防の重要度と危険度によって、本事業

の施工箇所は荊江大堤観音寺ゲート区間と洪湖長江

本提燕窟区間が選定され、バイプロハンマとパイル

ハンマに rる鋼矢板打設工法が採用された。（表-1)

表-1 長江提防補強事業諸元

工事場所 軸線長 使用量 工期

荊江大堤観音寺
2533枚

1999.10~ 
1.0km 

ゲート区間 2000.4 

洪湖長江本堤
3019枚

2000.1~ 

燕翁区間
l.2km 

2000.4 

ムロ 計 2.21cm 5552枚

2)荊江分洪区（遊水池）

洪水防止を荊江大堤だけに頼った不安な状態を脱

却するために、 1952年、荊江の南岸に920km,、貯

水批54憶nl3の遊水池が造られた。同遊水池は荊江

分洪区沙市対岸の公安県にあり、南岸の支流地勢を

利用して取水門、調節水門と遊水池を取り囲む堤防

及び複数の排水門からなる。

取水門は遊水池の北端に設四されている。（屈-2)

これは遊水池の中心施設で54門のゲートからなる取

水口があり、全長1054mに及ぶ。



荊江大堤の水防能力を上回る洪水が発生した時に

北水門を開放して遊水池へ洪水が放流されるように

なっている。遊水池の受入能力を超えた超大規模洪

水の場合は調節水門としての南水門を開いて洞庭湖

へ分流される。南水門はゲー ト32門、全長344mで

ある。（図2)

この施設が完成した翌年の1954年には、増水期に

長江で100年確率規模の水害が発生した。荊江大堤

は非常に危険な状態となり、江漠平野と武漠市は脅

威にさらされたが、北水門で3回にわたって分水を

行い、沙市の水位を0.96m下げることができ、事無

きを得たということであった。

遊水池は貯水していない状況では、普通の平地の

水郷と全く変わりなく、 1954年以降は分水していな

いこともあり、現在では荊江遊水池内の人口は約50

万人に達している。政府も遊水池内に出賽して、複

数の安全区や安全住宅を建設しており、分水の際に

は住民の安全を確保できるようにしている。

一写頁—3 対岸側（長江左岸側）が遊水池

写真4 遊水池の対岸（右岸側）の住家
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遊水池内の建物等の新設には当然許可が必要で、

遊水池への分水により許可を受けた建物等が浸水被

害を受けた場合は補償されるが、無許可の建物等は

補償されない。それにしても、現在の遊水池内の人

口が約50万人であることを考えると、遊水池内への

分水は日本の感覚では到底想像もつかないことの様

に思われた。（写真-3、4)

3) ~洲覇ダム

葛洲覇ダムは長江狭さく部に現在建設中の三峡ダ

ム下流約40kn1の地点に位置する。

目的としては、 三峡ダムから宜昌までの航路確保と

ともに、将来の三峡ダム発電所の逆調節を行い、水

頭を利用して発電することである。また、長江本川

を締め切ってダム工事が実際に施工出来るのかとい

うことと、より規模の大きい三峡ダム建設工事実施

のための試金石と位置づけられていた様である。

ダムは1970年12月30日に着工し、 1981年5月に初

期湛水を開始し、同年6月27日に航路の開通、 1981

年12月27日に発電が開始され、工事全体は1988年12

月に竣工した。（写真—5)

写真5 葛州覇ダム

構造の中では舟運確保を主目的とした排砂門及び

上流の「土砂堆梢防止提」と説明された上流の堤防

が印象的であった。

ダムの諸元を表-2に示す。

4)三峡ダム

三峡ダムは、国家的プロジェクトと目される大事

業で、現在工事の最盛期を迎えている。（写真-6)

ダムサイトは長江河口の上海から約1000km西側

の上流に位置し、緯度的には日本の鹿島市よりもや

や南に位置する。

ダム湖は約600km上流の謡炭市まで達し、この建

設工事にともなう水没者約84万人の移転が計画、実
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表-2 葛洲覇ダム諸元

項 目 数址

1、貯水池

総貯水容最 15.8位mJ

集水面積 100万km'

2、ダム

型式 重批式コンクリートダム

堤高 53.8m 

堤頂長 2,606.Sm 

排水排砂門 9門／右岸側（大江）

排水門 27門／中央部 （二江）

排砂門 6門／左岸側 （三江）

3、発電所

年間平均発竃退 153.8億kW・h 

発電機基数 21基

4、シップ ・ロ ック

型式 間門式

1号シップ・ロック1万激 LXH 280mX34m 

2号シップ・ロック LXH 280mX34m 

3号シップ・ロック LXH l20mX 18m 

3000激

表-3 三峡ダム諸元

項 目 数批

1、貯水池

総貯水容祉 393憶m'

流域面積 100万km2

2、ダム

型式 重枇式コンク リートダム

堤頂標高 185m 

堤高 175m 

堤頂長 2,309.47m 

堤体積 1,486万mJ

3、発電所

型式 ダム後部式

最大出力 1,820万kW

平均発電最 846.S僻kW・ h 

1基当たりの最大出力 70万kW

発露機基数 26基

4、シップ ・ロック

型式 蘭門式

寸法（長さx幅X深さ） 280m X 34m X 5m 

段数 5段X2通行

5 、 シップ • リフト

型式 エレベータ式XI機

寸法（長さx,11品X深さ） 120mX 18mX3.5m 

6、水没関係

水没塁地(1922年調査） 2.45万ha

移民人口(1922年調査） 84.41万人
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写真6 工事最盛期を迎えている三鋏ダム

施されている。日本と比較すると、流域面稽は100

万km2で口本全土の約3倍、総貯水容鼠は393位nゃで

琵琶湖 (275i意而）の1.4倍、日本全国のダム約2500

基の総貯水容祉約226惚m3の約2倍、堤体校］，486万

而は日本最大のコ ンク リート形式のダムである宮

ヶ瀬ダム206万面の7倍強と、とにかくその大きさ

に圧倒される。ダムの主要諸元を表-3に示す。

三峡ダム建設の目的は次のとおりである。

．洪水調節 ：長江中下流地域の安全度を現状の10年

確率から100年確率まで高め、中下流の12.6万km2

の面栢に住む9,000万人の住民と470万haの農地を

洪水の被害から守る。

•発電： 26基の発電機 （単機容批70万kW) により

年問に846.8億kW・h発電し、 主に華東及び華中

地域に供給する。

．舟運： 宜昌から重脱まで約600kmの舟運の改良が

挙げられる。現在は3,000t級の船舶しか航行でき

ないが、貯水による航路条件の改善により、上海

から重慶まで1万t級の船団が航行可能となる。

（写具-7)

写真—7 半川締め切りの右岸側を通過する客船



foreign circumstances 

このため、船舶航行用として、 1万l級の船団が通

行可能な5段式シップ ・ロック2条（写真-8) と、

3,000t級の船舶が通行可能なエレベータ式シップ ・

リフト 1基の工事が実施されている。（写真-9)

写真ー8 シッブロックの工事状況

写真9 長江水利委員会に展示されている三鋏ダム完成模型

シップ ・リフトは主に定期観光船の通行用とされ

る予定である。

三峡ダムの主要工事工程は

準備工事及び第一期工事 5年 (1993~1998年）

第二期工事 6年 (1997~2003年）

第三期工事 6年 (2003~2009年）

で、準備工事を含めると全体工期は17年を要する。

発電開始は2003年、全計画が完了するのは2009年の

予定とされている。準備工事段階と第二期工事段階

の状況を写真一10に示す。
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〇堆砂問題等

三峡ダムの堆砂問題は難しい問題であると認識さ

れている。中国側の検討筏料の一部を引用すると次

の様である。「三峡ダムに流れ込む土砂県は年間平

均5.3似トンで、上手く対応できないと、ダムの正

常な効果発揮に影聘をもたらすだけでなく 、ダムの

使用寿命が短くなり、また、長江黄金水道の通行に

も影響を与えるであろう。国務院が批准した長江流

域総合利用の計画によると、今後の数十年以内に上

流の主流と支流に多くの大型ダムと巨大ダムが建設

される予定である。これらのダムの建設と現在即急

に進めている長江上中流の水土保全工事、及び長江

防砂林の建設はみな三峡ダムに入る士砂を削減する

役割がある。」とされている。

ダム地点の流砂溢の特徴は「三峡工程泥沙問題研

究1994.4」によると以下のとおりである。

①含沙屈は比較的小さいが、年間の流送土砂磁は大

きい。

宜昌観測所における年平均流送土砂凪は5.21億

t、年平均含沙羅は1.19kg/m'

②年間の流送土砂最は洪水期に集中する。6~9月の

浮遊砂批は総流送土砂搬の84~89％を占める。

写真1093年と98年のダムサイトの状況比較
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③浮遊砂が主体で砂利や砂礫の掃流砂の

割合は小さい。

宜昌観測所における掃流砂量は砂利

が年間75.8万t、砂礫が862.2万t

④流送土砂最の経年的変化は特に増加、

減少のトレンドはみられない。

長江水利実験所における説明によると

河床材料は0.30~0.4mmで、毎年約500万

トン程度土砂を掘削する必要があり、上

流では200数十万掘削するので、 30年＜

らいは大丈夫であるとの説明を受けた。

年間平均概ね5億トンの流送土砂枇は

すべて堆積するわけではないため、浚渫

菰を、この程度と見和もっているものと

考えられる。

また、貯水池上流にはかなり大規模な

地すべりがあり、モニタリングしている

とのことであったが、貯水池の容秘に比

べると大変小さいので問題にしていない

とのことであった。

5.黄河の断流

中国側発表論文「黄河下流の堤防及び

決壊対策について」に関して、知り得た

ことについて紹介したい。

4大文明の発祥の地であり、 「白草原頭、

京師を望めば、黄河の水流れて尽きるこ

となし ・・ 」と七言絶句の名手、王晶齢

が漢詩に顕している、流域面積約75万

km2、日本の約2倍の流域面積を誇る世界

でも有数の大河を流れる水が無い、など

ということは日本のように雨の多い国で

はとうてい考えられない。しかし、その

黄河から水が無くなる「断流」が実際に

起っていたのである。

「断流」の区間は年に より異なり、

l995年には河口から683kmの河南省央河

灘地点まで、 1997年には河lコから703km

の河南省開封市近くの黒岡口にまで達し

たとのことである。発生頻度は1972年ご

ろから恒常的に発生し始め、以来1999年

までの28年間のうち22年間において断流

が発生したとのことである。

特に1992年以降は、その発生開始日が
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早くなるとともに、断流日数が急激に

増加し、 1997年には年間226日の断流が

発生、山東省の統計によれば1990年以

来の断流による経済損失額は約200億元

とされている。

断流発生の原因は、降雨址の減少は

もとより、水供給能力を上回る水利用、

非効率な水使用と管理体制の不備があ

げられている。

国務院の批准を経て、黄河水利委員

会は水利部の統一指揮のもと1999年3月

から黄河の統一調整を開始し、各省

（自治区）の取水量を水配分比率に基づ

いて調整し、省疫の断面流最による調

整を実施した。また、都市生活用水と

重要な工業用水を優先し、 必要な流砂

用水と環悦用水を確保した結果、1999

年の断流日数は42日間に減少し、 2000

年は12月現在までで、断流は発生して

いないとのことである。

黄河の河床上昇が何故起こるのかと

いう疑問は氷解した。なにしろ、土砂

を流す水が無いのであるから ・..。

図•5 中国国家機関組織図

匝亜亘

匝亨

巨 官房業務

槻画計画司l 国家水利発展戦略、中長期計画の策定

・撒策法規司I 水利法制度と建設基準の策定

•匠垣西l 水資源の統一計画、管理と保護業務

梃済関節叫 水利業務の経済覇節措此

1人事労慟教育可 人事管理、機楠編成給与管理

知際合作科技洲 対外業務、技術協力、交流

・ I!!設管理司I 水利施設の管理、技術基準の監将実施

.松上保持司L 全門の水土保持業務．水土流出総幣仙

但村水利司I 農村水利の方針政策、発展計前の検討

IOO家水容防止阜魃対策総指揮部弁公室

屈l家水害防止旱魃対策総指揮部の通常業務

図•6 水利部組織図

6.南水北調事業

今回の現地調査の行程にはなかった

が長江水利委員会で、熱心に説明を受

けた壮大なプロジェクトがある。長江

の水を遥か500km北を流れる黄河をも

越えて尊水する「南水北調事業」であ

る。この事業は次の様な中国の水事情

を反映している。

・中国の水資源の総枇は約2兆8千憶m3

（世界の第6位）であるのに、一人あた

りの平均賦存戴は世界平均の1/4（世界

で第88位）と水査源が乏しい国である。

・全国的に見ると水賓源の分布が均衡

ではなく、長江流域及び南方諸河川の

流出屈は全国の80％以上を占めるが、

耕地面積は全国の40％以下で、水資源

の豊富な地域である。

・一方、黄河、淮河、海河（図-l)の3

大流域と西北の内陸地域は面積が全国

の50%、耕地が45%、人口が36％を占
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めているが、水資源の総位はわずか全国の12%し

かなく、渇水地域である。

• 西北と華北地域は、土地や鉱産物査源が盟富で、

我が国のエネルギーと穀物 ・綿花 ・食用油の生産

基地となっており、国民経済において重要な戦略

的立場にある。

• 特に黄河 ・ 淮河 • 海河平野と膠東半島は我が国の

人口が密集していて、耕地率が高く、経済が発達

している地域であるが、現在、水資源の不足はす

でに経済発展を制約する要因となり、生態環境の

悪化をもたらしている。早急に導水により解決す

る必要がある。

南水北調事業には3ルートがあり、東線と中線

（図3)は計画が完了しており、西線は現在計画中

である。東線は2001年に滸工予定であり、 トータル

尊水最は400億m3である。水は、江蘇省、安徽省、

山東省、天津市に送られる計画で、一期工事として

150俯m3を祁水する予定とされ、黄河の下を渡る水

は約60億m3で河北省から天津に端水されるという

ことであった。（固-4)

中線は、貯水最200億m3の丹江ダムから河北省、河

南省に導水される予定で、現在、ダムの嵩上げを設

計中、西線は、現在計画段階で、青海、甘粛、寧夏、

恢西、内モンゴル、山西に祁水される計画である。

7.砂防に関する組織と水土保持法

今回の訪中によって知り得た中華人民共和国の砂

防に関する組織及び日本の砂防法にあたる法律「中

華人民共和国水土保持法」について紹介したい。水

土保持法についは1991年6月29日第7期全国人民代表

大会常務委員会第20会議を通過し制定されたもの

で、現在、 北京の「中国水利人材養成プロジェクト」

のリーダーとして赴任中である氏家さんから写しを

頂いたものである。

砂防行政は国務院の水利部に所属する水土保持司

が所常している。水土保持司は全国の水土保持業務

を統括し、水土流出総合整備を調整する。また、水

土保持工事計画の策定 ・実施、全国の水土保持重点

整備域の業務を所掌し、水土流出に係る調査業務を

指導、関連法律、規則の実行状況について監督する。

（図5、6)

ちなみに、水利部の職員は現在220名で、水利部

に関係する日本の組織でいうと現在の国土交通省の

地方整備局にあたる組織として長江流域委員会をは
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じめとする流域委員会がして全部で7つある。この

他に、研究機関と しての中国水利水電科学研究院や

外局、センターなどがある。このセンターの内「水

土保持センター」があるということで典味深かった

が詳しく聞くことが出来なかった。

「水土保持法」については、全体として土砂の流

出を査源の流失と捉えること等、土壌保全を含めた

面的管理や行為規制を主体とした管理的要素に重点

がおかれていることに特徴があるという印象である

が、その条文のうち主たるもの及び典味深いものの

一部について紹介する。全文について必要な方は、

当センター企画部国際課に問い合わせられたい。

「中華人民共和国水土保持法」

(1991年6月29日 第7期全国人民代表大会常務委員

会第20回会議を通過）

第一章

第一条

第二条

第三条

第四条

総則

土砂流失を予防およぴ管理することに

よって土壊資源を保護し、その合理的

な利用を図り、水害、干ばつ、風雨や

土砂による災害を軽減し、生態環税を

改善し、生産の発展を促すことを目的

として、本法を制定する。

本法における土壌保全とは、自然要素

や人間活動が原因で引き起こされる土

砂流出に対して採用する予防対策や管

理対策を指す。

すべての団体および個人は、土壌資源

を保護し、土砂流失を予防管理する義

務を負う。同時に土壌資源を破壊し、

土砂流失を招いた団体および個人を告

発権利を有する。

国家の土壊保全政策は主に予防対策と

する。全面的な計画を策定し、総合的

な予防対策や管理対策を実施し、実情

に応じた対策、管理強化、便益重視を

方針とする。
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第七条 国務院と県級以上の人民政府の水行政 一般森林区の伐採については、伐採計

主管部門は、土壊査源の調査と評価に 画の中に前項の規定に定められた伐採

もとづいて、関連部門と協力して土壌 区土壊保全対策を盛り込むものとす

保全計画を作成しなければならない。 る。伐採計画が林業行政主管部門の認

当該土壌保全計画は同級の人民政府の 可を得た後、水行政主管部門および林

認可を得なければならない。県級以上 業行政主管部門が、当該伐採区土壌保

の地方人民政府が認可した土壌保全計 全対策を監督し、実施する。

画は、その1級上の人民政府水行政主

管部門が管理する。土壌保全計画の変 第十七条 5度以上の斜面を整地し、アプラッバ

更は、元の計画を認可した機関から再 キやオオアプラギリなどの防護林を植林

認可を受けなければならない。 する場合は、必ず土壊保全対策を諮じ、

土砂流失を防止しなければならない。

第十条 国家は、土壌保全に関する科学技術研

究を行い、土壌保全に関する科学技術

の水準を向上させ、土壌保全に関する 第三章 管理

先進技術を推進し、土壌保全の科学技

術面での人材を計画的に育成すること 第二十一条 県級以上の人民政府は、土壌保全計画

を奨励する。 にもとづいて、関連する行政主管部門

や団体を組織化して、土砂流失に対する

第十一条 土砂流失の予防管理業務において成績 計画的な管理を行わなければならない。

優秀な団体あるいは個人は、人民政府

によって表彰される。 第二十二条 水による没食が進行している地域で

は、自然の谷とその両側の山地から形

成される小流域を一つの単位として、

第二章 予防 全面的な計画を策定し、総合的な管理

を行い、土砂流失に対する総合的な予

第十二条 各級の人民政府は、全人民を組織して 防管理システムを建設する。

植林を行い、牧草を植えることを奨励

して、森林面積を広げ、緑地帯を増や 第二十四条 各級の地方人民政府は、臭業集団経済

さなければならない。 組織や牒民を組織化して、開墾禁止傾

斜角度以下、 5度以上の斜面の耕地に

第十四条 25度以上の斜面で、開墾を行ったり牒 対して、計画的な管理を行う。それぞ

作物を植えることを禁止する。 れの状況にもとづいて、排水系統の整

備、棚田の造成、貯水によって土の流

第十六条 樹木を伐採する場合は、現地の実情を 失を防止する耕作方法などの土壌保全

考慮して合理的な伐採方法を採用しな 対策を講じる。

ければならない。過剰な伐採を厳しく

管理し、伐採区および林道において土 第二十六条 荒れた山地、河川流域、丘陵、砂浜な

砂流失対策を諧じなければならない。 どの土砂流失管理は、農業集団経済組

また伐採後、すみやかに補充のための造 織、農民個人あるいは複数の農家が共

林活動を実施するものとする。水源の涵 同で請け負うことができる。

養林、土壌保全林、防風林など保護作用

をもつ森林については、樹木の生育や森

林の更新のための伐採のみを許可する。
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第四章 監督 の教育課程に土坑保全の課程を加えな

ければならない。

第二十九条 国務院の水行政主管部門は、土壌保全

監督のための監視網を竪備し、全国の

土砂流失の動態について監視および予 第二章 予防

報を行い、かつこれを公告する。

第八条 山地、丘陵地、砂漠地の地方人民政府

は、薬草採取、蓑蚕、木炭やれんが製

「中華人民共和国水土保持実施条例」 造などの副業生産に従事する団体や個

(1993年8月1日国務院令第120号発布） 人に対して、土壌保全の立場から管理

を強化し、土壌保全対策を講じて、土

第一章 総則 砂流失と生態環境の悪化を防止しなけ

ればならない。

第一条 〈中華人民共和国水土保持法〉（以下、

〈水土保持法〉という）の規定にもと 第十条 地方人民政府およびその関連主管部門

づき、本条例を制定する。 は、現地の実情に応じて、炭や薪のた

めの造林を組織的に行い、小型の水力

第二条 すべての団体や個人は、土嬢資源を破 発電および風力発電を発展させ、メタ

壊したり、土砂流失を引き起こすよう ンガスや太陽エネルギーを利用した省

な下記の行為を行う団体や個人に対し エネルギー型コンロの普及に努める。

て、県級以上の人民政府の水行政主管

部門あるいはほかの関連部門にこれを 第三十三条 自然災害などの不可抗力によって土砂

告発する権利を有する。 流失が発生した場合は、関連機関や個

（一）森林や牧草を辿法に伐採し、緑 人は水行政主管部門に対して、その自

地帯を破壊する。 然災害の種類、程度、時間、およびそ

（二）荒れた斜面を迫法に開墾する。 れらに対して講じた対策などの状況を

（三）河川、湖沼、ダム、および土捨 報告しなければならない。水行政主管

場以外の水路に土砂、土石、あるいは 部門による事実調査の結果、「土砂流

くず鉱石、固形廃棄物を廃棄する。 失の危険は回避不可能であった」と懃

（四）土壌保全施設を破壊する。 定されれば、当該機関の費任は免除さ

（五）土壊資源を破壊し、土砂流失を れる。

引き起こすそのほかの行為。

8.中国水利人材養成プロジェクト

第六条 土砂流失の直点予防管理区は、国家、 本プロジェクトには国土交通省から派遣されてい

省、県の三等級に区分する。具体的な る氏家リーダをはじめとする2名の専門家とJICA調

範囲は県級上の人民政府の水行政主管 整員がその任にあたっている。プロジェクトの目的

部門が指定し、同級の人民政府が認可 は人材育成で、以下の4分野において水利指甜者の

し、公布する。 研修コースを設置し、中国全土の初級、中級技術者

を指祁する水利指祁者の育成を通じて、洪水や渇水

第七条 土砂流失が深刻な省、自治区、直轄市 被害を軽減させることを目的としている。研修対象

は、必要に応じて土壌保全の中等専門 は7水利委員会、専門組織、水利学校、省 ・直轄

学校を設立するか、あるいは関連する 市 ・自治区の水利局等に所属する約2000名を対象に

学院や学校に土壌保全の専門課程を開 している。

設することができる。また、小中学校
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中国水利政策の課題

洪水被害の軽減

• 長江洪水、土砂災害等
渇水被害の軽減

・黄河の断流等
水環境の改善

・太湖の水質悪化等

図-7 プロジェクトの情景

1'研修筐理分野

職貝研修に関する政策、理論、技術や研修を実施

するための組織構成、運営管理手法を理解させる。

2，水資源管理分野

水査源計画、分配手法を理解させるとともに、節

水、再利用等日本の先進的な技術、制度を理解させる。

3 建設管理分野

品質、エ期、コストを管理しながら工事を進める手

法を理解させるとともに、既存の施設を有効に利用

する技術を理解させる。

4,砂防分野

砂防分野の調査 ・計画 ・施工技術、土砂災害の観

測 ・予警報の技術を理解させる。

プロジェクトの背景を（図-7)に示す。

9.中国の印象

一言でいえば、大変若くて、大きい国（国土面積は

日本の約25倍、人口は約1叶音）であるという印象を受

けた。すなわち、これから、経済的にも大いに発展する

可能性があると思われた。北京市内はビルの建設が盛

んで、市場で見かけた少女の表情も明るい。（写真-11,12)

また、統計によると、現在中国には約l700万台の

自動車があるといわれている。日本には現在約7000

万台あるので、中国が経済成長してその人口に比例

して日本と同レベルにまで増えるとすると、将来、

中国の自動車保有台数は7僻台（現在の40倍）とい

う莫大な数になる計算となる。

酸性雨のことを中固では酸雨といい、それをもたら

す大気の状況を「空中鬼」と呼んでいるそうで、もしそ

うなると将来この莫大な数の車から放出された排ガス

が偏西風とともに日本上空に達し「空中鬼」を日本にも

たらすとも限らない。中国における環境対策は日本に

も璽大な影響を及ぼすということが脳裏をよぎった。

10.おわりに

中国水利部並びに長江水利委員会、在日本大使館の

高井二等書記官、氏家チーフアドバイザーをはじめと

する水利人材養成プロジェクト専門家各位のご支援

により、団長以下全員が12月3日に無事婦国できた。

特に、氏家チーフアドパイザーをはじめとする水

利人材養成プロジェクト専門家には帰国後も、この

報告をまとめるにあたっての問い合わせにお答えい

ただくというお世話までおかけした。ここに記して、

厚く御礼を申し上げる。

おわりに、本会識の益々の発展と 日本の技術協力

による「水利人材養成プロジェクト」の成功を心よ

り祈念する次第である。

写頁ーll 北京市内の建設中のピル

写真12 荊州の市場の様子
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